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<主なやり取り>
組合：覚書は６月30日まで締結していたことでいいか。

会社：そうである。

組合：７月８月はお盆輸送含め夏季輸送があったから、覚書は未締結だったの

か。

会社：その通りである。

組合：会社のＨＰに秋の新幹線運行計画で10月11月に平均１日350本運行と表

明されているが、臨時列車は何本予定しているのか。

会社：現時点では解らない。

組合：インターネットニュースで「９月の減便により一時帰休検討」とされて

いる。

会社：会社として減便となるので、一時帰休（休業）を考えている。

組合：考えていると言うが、実施するのだろう。

会社：９月の運行の詳細が解らないが、実施することとなる。

組合：１日何名位考えているのか。

会社：詳細については解らない。

組合：一時帰休（休業）を実施する対象箇所はどこか。

会社：新幹線乗務員、駅、車両系統と少しではあるが在来線乗務員を考えてい

る。非現業は対象外である。

組合：車両系統では交番検査や台車検査のように周期検査が関わる部署と言う

ことか。

会社：そうである。浜松工場で実施したと聞いている。

組合：ならば、交番検査での「白日」に休業を導入せよ。

組合：休業で「９時までは待機していろ」と現場で言われているが、本人は休
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８月23日、会社より「休業協定書」に関する覚書の締結についての提案を受

けました。

本部は持ち帰り検討としましたが、８月24日12時35分に妥結通告をしました。

議論のやりとりについては、以下の通りです。
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業と判断している。

会社：９時前までに勤務変更もありうるから、そのように言っていると思う。

組合：特・公・休業・休業の勤務指定で旅行に行っていた場合はどうなるの

か。

会社：その時に旅行のため出勤不可と言ってもらえばいい。

組合：その場合、本人に査定など不利益は生じないのか。

会社：不利益は生じない。

組合：雇用調整助成金が11月末まで延長されたと報道されている。そのことも

あり、雇用調整助成金の受給のために、今回の覚書締結があるのか。

会社：雇用調整金の受給手続きを行っていく。

組合：新幹線乗務員職場で在宅日勤と休業を併用して実施していくのか。

会社：今までと変わらずである。

組合：持ち帰り検討する。

以 上
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